
評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-1

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 市民生活部長

所管部署名 市民生活部環境課
都市計画部開発建築課

1 地球環境の保全

2 資源循環型社会の推進

3 自然環境の保全

4 快適な生活環境の保全

5 環境配慮意識の醸成

吉川市環境保全指針

吉川市エネルギービジョン

吉川市一般廃棄物処理基本計画

吉川市環境配慮率先実行計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

44.2%

★

R1 R4 R5 達成度が低い R8

42.4%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第1節 環境にやさしいまちづくり

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

吉川市環境配慮率先実行計画における温
室効果ガス総排出量

t-CO2
5,011 4,862 集計中 4,674

１人１日当たりのごみ排出量 ｇ
823 837 809 790

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 43.3% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

１人１日当たりのごみ排出量については、コロナ渦において
増大したものの、全体として減少傾向となっている。
また、温室効果ガス総排出量については、庁舎の再エネ導入
を行ったことから調整後排出量に一定の効果が見られた。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

ごみの減量や適正処理に関する市民ニーズを施策に取り込
んでいる。
また、エコオフィス吉川の取り組みを通じて、環境にやさしい
まちづくりが推進されるため、市民ニーズを反映できている。

4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

吉川市環境保全指針の５つの行動方針に基づく事務事業で
構成されており、事務事業の構成は妥当である。 4点

　１人１日当たりのごみ排出量については、家庭系ごみはコロナ渦を除いては減少傾向が続いているが、
事業系ごみは増加傾向が続いており、目標値の達成は現時点では困難である。
　また、温室効果ガス総排出量については、庁舎の再エネ導入を行ったことから調整後排出量に一定の効
果が見られた。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

ごみの減量については、引き続き市民の３Ｒ意識を推進するため、周知啓発活動を実施し、ごみの分別や排出方法の周知徹底
を図るとともに、不用品の再使用などの啓発に努めていく。
また、温室効果ガス排出量の削減を一層進めるため、公共施設の再エネ導入の検討を引き続き行っていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・市民・事業者・行政が一体となって、脱炭素社会の実
現など地球規模の環境問題に積極的に取り組む社会
をめざします。
・持続可能な資源循環型社会の構築をめざします。
・生物多様性の理解を広め、人と自然が共生する社会
をめざします。
・公害問題のない、安心して暮らせる生活環境をめざ
します。
・より良い環境、より良い未来を創っていこうとする環
境配慮意識の醸成をめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1
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4

5

6
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10

11

12
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25

26

No.4-1

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● ● 0 ● ● 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● ● ● ● ● 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

503101 生活環境向上事業 側溝清掃実施回数 回 15 11 現状のまま継続

503102 環境保全推進事業
環境に配慮した生活を実践してい
る人の割合 ％ 100 100 現状のまま継続

503104 再生可能エネルギー推進事業
住宅用太陽光発電設備等補助金
交付決定件数 件 34 58 改善のうえで継続

503109 公害対策事業 典型7公害改善率 ％ 95 97 現状のまま継続

503110 測定分析事業 環境基準等達成率 ％ 100 99 現状のまま継続

503113 環境保全協定事業
環境保全協定 新規締結・更新事
業者数

事業者 1 1 現状のまま継続

503201 一般廃棄物広域処理事業 焼却施設への搬入量 ｔ 18,920.9 18,763.5 現状のまま継続

503202 廃棄物減量等推進事業 廃棄物減量等推進員設置率 ％ 84.2 85.1 現状のまま継続

503203 ごみ集積所設置・管理指導事業 ごみ集積所の変更・廃止件数 件 85 102 現状のまま継続

503204 ごみ資源化推進事業
1人1日あたり家庭系ごみの排出
量 g 520.69 490.05 現状のまま継続

503205 ごみ減量啓発事業
１人１日あたりの生活系燃やすご
みの排出量 ｇ 607.96 571.01 現状のまま継続

503206 地域美化運動支援事業 地域美化運動実施回数 回 95 66 現状のまま継続

503207 資源回収奨励補助事業 資源回収量 kg 976,000 918,935 現状のまま継続

503208 生ごみ処理機購入補助事業 補助金交付累積台数 台 636 644 現状のまま継続

503209 パートナー収集事業 パートナー収集実施決定件数 件 12 18 現状のまま継続

503210 可燃ごみ収集運搬事業 可燃ごみ収集量 ｔ 12,994 12,127 現状のまま継続

503211 不法投棄対策事業 不法投棄ごみ撤去量 t 6 6.71 現状のまま継続

503212 動物死体収集処理事業 動物死体処理手数料 円 756,000 812,000 現状のまま継続

503213 し尿処理推進事業 し尿処理量 kℓ 800 709.98 現状のまま継続

503301 環境センター管理運営事業 破砕機不稼働日数 日 0 0 現状のまま継続

503302 一般廃棄物最終処分場維持管理事業 埋立て容量 ㎥ 291 264 現状のまま継続

503303 不燃ごみ収集・処理事業
かん、びんの収集取り残し発生件
数 件 2 1 現状のまま継続

503304 粗大ごみ収集・処理事業 粗大ごみ収集量 ㎏ 850,000 600,570 現状のまま継続

503305 不燃ごみ資源化事業 資源化率 ％ 50 48 現状のまま継続

503306 有害・処理困難物処分事業 有害物、処理困難物処理量 ㎏ 62,000 48,600 現状のまま継続

701202 建設リサイクル法に関する事務 工事箇所確認件数 箇所 5 9 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-2

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 都市建設部長

所管部署名 都市建設部河川下水道課
市民生活部環境課

1 水環境保全の推進

2 下水道事業の管理運営

3 浄化槽の適正管理の推進

4 農業集落排水事業の管理運営

吉川市生活排水処理計画

吉川市下水道事業経営戦略

吉川市農業集落排水事業経営戦略

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

600.0%

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

32.8%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第2節 健全な水環境の保全

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

公共下水道水洗化率 ％
96.5 97.1 97.1 96.6 

浄化槽法第11条検査受検率 ％
16.6 16.9 21.0 30.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 316.4% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

「公共下水道水洗化率」については、これまで順調に伸びて
きていたが、新規の住宅建設戸数が減っていることから、水
洗化率は伸び悩んでいる。
「浄化槽法第11条検査受験率」については、上昇傾向にある
ものの、目標値を達成することはできなかった。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

公共下水道に接続することにより、生活排水が適切に処理さ
れ、水質の保全につながるため、市民ニーズは反映できた。
「浄化槽法第11条検査受験率」の向上により、浄化槽の適正
な管理が担保され、水質の保全につながるため、市民ニーズ
は反映できた。

4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

河川や排水路の水質向上のためには、公共下水道や合併処
理浄化槽への転換は不可欠であり、その維持管理について
も重要な要素と考えらえるので、構成される事務事業は適切
であると考える。

4点

１．水環境保全の推進については、公共下水道及び合併処理浄化槽への転換件数が伸び悩んできている。
２．下水道施設の老朽化が進むことにより、維持管理経費が増大することが見込まれる。また、市内全浄化槽の
うち、単独処理浄化槽が48.9％を占めており、更なる水質改善の余地がある。
３．浄化槽法第11条に基づく法定検査受検率は、緩やかに上昇しているものの、県平均を下回っている。
４．使用者が減少しており、使用料収入が減少し、財政上厳しいものとなっている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

１．公共下水道への接続依頼や合併処理浄化槽の補助制度を周知を行い、公共用水質の向上を図る。
２．令和7年度に公共下水道事業経営戦略の改定を行い、料金改定も含めて事業の見直しを図る。
３．浄化槽法第11条に基づく法定検査率について、引き続き広報等での周知を行い受検率向上に努める。
４．令和7年度に農業集落排水事業経営戦略の改定を行い、事業の継続も含めて事業の見直しを図っていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・河川や排水路等の水質を改善し、良好な水環境
をめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

No.4-2

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 ● 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 0 ● ● 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

503111 浄化槽設置補助事業 合併処理浄化槽転換基数 基 40 28 改善のうえで継続

503112 浄化槽維持管理事業 浄化槽法第11条検査受検率 ％ 25 県集計中 現状のまま継続

601207 農業集落排水施設維持管理事業 稼働率 ％ 54.9 52 現状のまま継続

601208 農業集落排水施設整備事業 管路整備率 ％ 100 0 現状のまま継続

601209 農業集落排水事業特別会計運営事業 処理施設利用率 ％ 88 92 改善のうえで継続

601210 水洗化促進事業 新規接続数 件 1 0 他の事業に統合

704101 公共下水道事業経営事業 資金不足比率 ％ 0 0 現状のまま継続

704102 汚水処理事業 緊急管渠内洗浄 回 3 2 現状のまま継続

704103 汚水処理施設建設改良事業 下水道総延長 m 199,129 197,281 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-3

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 都市計画部長

所管部署名 都市計画部都市計画課
都市計画部開発建築課

1 計画的な土地利用の推進 都市計画部吉川美南駅周辺地域整備課

2 吉川美南駅周辺地域の整備

3 良好な住環境の維持・向上

4 魅力的な地域景観の形成

5 公的住宅等の供給促進

吉川市都市計画マスタープラン
越谷都市計画事業吉川美南駅東口周辺地区土地区画整理事業事業計画

吉川市空家等対策計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

13.9%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

-90.9%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第3節 調和のとれた都市づくりの推進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

吉川美南駅東口周辺地区土地区画整理事
業面積に対する使用収益開始面積の割合

％
0.0 11.7 13.9 100.0 

計画的な土地利用への取組に対する満足
度（市民意識調査）

％
61.7 63.4 58.7 65.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ -38.5% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・都市計画マスタープランに基づく都市計画の決定・変更を行
うとともに、計画的な土地利用を推進している。
・吉川中央地区（組合施行）は、令和３年度に換地処分を行
い、事業の完了に向け概ね順調に進んでいる。
・吉川美南駅東口周辺地区（市施行）は、主要幹線道路の暫
定供用と一部産業ゾーンの使用収益を開始した。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・都市計画の決定・変更にあたっては、説明会や案の縦覧を行い、土
地所有者や地区住民の合意形成に努めた。
・吉川中央地区(組合施行）は、組合施行による土地区画整理事業で
あり、組合員の意見をとり入れながら事業が進んでいる。
・吉川美南駅東口周辺地区（市施行）は、市施行による土地区画整理
事業であり、審議会や地権者の意見を伺いながら事業が進んでい
る。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・事務事業の構成は、施策の目標を達成するのに十分な内
容となっている。 3点

・人口増加に伴い、土地区画整理事業により良好な市街地整備を進めてきたが、今後は人口減少や少子高齢
化、自然災害への対応などの課題への対応も含めた、長期的な視点が必要である。
・吉川中央地区（組合施行）は、清算金の徴収等の組合解散に向けた事務を進めてきた。令和６年度中を目途に
組合の解散が認可されるよう関係者と協議を行い、その後の清算事務を含め遺漏なく手続きを進める必要があ
る。
・吉川美南駅東口周辺地区（市施行）は、主要幹線道路の暫定供用と一部産業ゾーンの使用収益を開始した。
令和６年度からは、順次住宅ゾーンなどの使用収益を開始するとともに、建物移転等の地権者の協力を得る協
力を得る必要がある地権者がいることから、円滑に合意形成を図っていく必要がある。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

・都市計画マスタープラン等の上位計画を踏まえ、引き続き、長期的な視点に立ち、地域の特徴を生かした秩序ある土地利用をめざして
着実に事業を推進していく。
・吉川中央地区（組合施行）は、地権者及び関係者の協力を得ながら、組合の解散手続きを進め、清算事務を行い事業の終了に向けた
支援をしていく。
・吉川美南駅東口周辺地区（市施行）は、市の新たな玄関口にふさわしい土地利用を図るため、「笑顔と緑あふれるみんなの庭」をまち
づくりのコンセプトにして土地区画整理事業を地権者及び関係機関の協力を得ながら推進していく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・長期的な視点に立ち、地域の特徴を活かした秩序
ある土地利用をめざします。
・良好な住環境を有し、多様な都市機能が充実した
市街地の形成をめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

No.4-3

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 0 ● 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● ● 0 0 ● 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

701101 都市計画決定・変更事業 都市計画決定・変更の告示 件 3 3 現状のまま継続

701102 都市計画情報提供事業
都市計画に関するコンテンツの閲
覧数 件 4,200 2,366 改善のうえで継続

701103 都市づくり推進事業 まちづくりニュースの発行回数 回 3 1 改善のうえで継続

701201 建築確認等審査事務事業
完了検査の受検率：増築工事（4
号建築物） ％ 100 60 現状のまま継続

701203 屋外広告物審査事務事業 屋外広告物許可件数 件 30 24 現状のまま継続

701204 景観に関する事務 行為の届出の受理率 ％ 100 100 現状のまま継続

701205 公的住宅に関する事務 県営住宅入居者申込書の周知率 ％ 100 100 現状のまま継続

701207 空家等対策事業 空家の管理改善率 ％ 50 24 現状のまま継続

701301 開発許可等審査事務事業 工事完了検査合格率 ％ 100 100 現状のまま継続

701302 地区計画の審査事務 地区計画受理率 ％ 100 99 現状のまま継続

701303 宅地開発事前協議事務 宅地開発事前協議締結率 ％ 97 90 現状のまま継続

701304 宅地開発事前相談事務
宅地開発に関する事前相談回答
率 ％ 100 100 現状のまま継続

701401 吉川中央土地区画整理促進事業 事業の進捗率（事業費ベース） ％ 97 96.9 現状のまま継続

702101 土地区画整理推進事業
土地区画整理法等に基づく事業
実施手続き ％ 60 60 現状のまま継続

702102 土地区画整理事業特別会計運営事業 予算執行額 千円 2,353,986 2,324,817 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-4

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 都市計画部長

所管部署名 都市計画部都市計画課
都市建設部河川下水道課

1 公園の適切な維持管理

2 公園の整備と利活用

3 緑化の推進とみどりの保全

4 水辺空間の充実

吉川市都市計画マスタープラン

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-2.4%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第4節
安らぎとうるおいのあるみどりと
公園の整備

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

住み心地をよいと感じた理由のうち、公園の
整備がよいと回答した割合（市民意識調査）

％
65.8 61.2 65.7 70.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ -2.4% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・公園の整備については、老朽化した遊具や施設の見直しに
よる再整備を進めている。
・三輪野江地区に環境教育や憩いの場となる公園の整備を
進めている。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・公園の施設・除草等について市民から多くの要望がある
が、全てに対応することはできない状況である。速やかに現
地を確認し、順次改善等を図っている。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・水と緑に囲まれた豊かな生活環境を実現するためには、公
園の整備や維持管理、緑化の推進が必要であり、設定した
事務事業は妥当なものである。 4点

・都市公園の多くは土地区画整理事業により整備され、２０年以上経過した施設が多く経年劣化が進んで
いることから、維持管理にかかる財源の確保が課題となっている。
・公園等の管理協定団体において、除草や清掃などを実施しているが、高齢化などによる継続性の懸念
や、各団体の状況を踏まえた仕組みの見直しが求められている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

・安らぎとうるおいのあるみどりと公園の整備を進めるため、令和６年４月に「吉川市公園等維持管理協定に関する要綱」を策定
し、管理協定の仕組みの見直しを行った。市民との協働により公園の適切な維持管理に努めるとともに、公園の整備と利活用、
緑化の推進とみどりの保全における取り組みを行っていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・水と緑に囲まれた豊かな生活環境の実現をめざし
ます。
・誰もが楽しみ、憩える公園の整備・管理をめざしま
す。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

No.4-4

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● 0 0 ● 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 ● 0 ● 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

703301 公園維持管理事業 要望に対する対応率 ％ 100 100 現状のまま継続

703302 緑化推進事業 緑化奉仕活動達成度 ％ 100 112.5 現状のまま継続

703303 公園整備事業 整備進捗率 ％ 50 40 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-5

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 都市建設部長

所管部署名 都市建設部水道課

1 水道施設の整備

2 水の安定供給

3 水質管理の充実

吉川市水道ビジョン（経営戦略）

吉川市水道事業経営健全化計画

水道施設更新計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

35.3%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

27.3%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第5節 暮らしを支える上水道の充実

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

石綿管布設替えの進捗率 ％
77.8 80.0 81.4 88.0 

水の安定供給の取組に対する市民満足度
（市民意識調査）

％
87.8 89.5 88.4 90.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 31.3% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・石綿管の布設替えは、多額の費用と施工区域の交通に配
慮しながら実施するため多くの時間を要している。現在は令
和１４年度の完了を目指し計画的に実施している。
・水の安定供給に関する市民満足度は、既に目標値に近い
水準で推移しているものの、到達には至っていない。

1点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・「安全な水の安定供給への取り組みに対する満足度」は、
市民意識調査において継続的に把握している。
・令和５年度の料金改定の検討においては、「お客様意識調
査」を実施し、水道料金や水道施設に関する意見などを反映
させた。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・安全で安心な水を持続的に供給していくためには、効率的
な水道事業運営や水道施設維持管理などを行っていく必要
があることから、本施策を構成する事務事業の構成は妥当で
ある。 3点

・各事務事業の効率化に向け、継続的な改善に取り組んでいるものの、ライフスタイルの変化や節水機器
の普及などにより、有収水量の減少に伴い、使用料収入に影響を及ぼしている。
　また、安心・安全な水道水を持続的に供給していくためには、老朽化した施設の更新が必要であるが、更
新には多額の費用と時間を要する。
 このようなことから、安定した収入を得るために料金体系の見直しを図り、水道事業運営を持続可能なも
のとしていく必要がある。

評価軸①～④の
評価点の平均点

2点

今
後
の
展
開

・持続可能な水道事業運営のため、水道ビジョン（経営戦略）の見直しを行い、水道料金の改定や計画的な施設更新を行ってい
く。
　また、事務事業の効率化と市民満足度の向上を目指し、事業の改善には継続して取り組んでいく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・安心・安全でおいしい水の安定した供給をめざし
ます。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

No.4-5

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 ● 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 ● 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

903101 水道経営管理事業 総収支比率 ％ 100.42 104.57 現状のまま継続

903102 庁舎等維持管理事業 事故発生件数 件 0 0 現状のまま継続

903103 広報広聴事業 インターネットアクセス件数 件 68,900 35,015 現状のまま継続

903104 水道料金徴収事業 現年度水道料金収納率 ％ 98 97.76 現状のまま継続

903201 給配水維持管理事業 石綿管割合 ％ 6.5 6.5 現状のまま継続

903202 浄配水場施設管理事業 有収率 ％ 93.4 93.7 現状のまま継続

903203 県水受水事業 井戸水取水比 ％ 2 2 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-6

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 都市計画部長

所管部署名 都市計画部開発建築課
都市建設部河川下水道課

1 建築物等の安全性の確保 総務部財政課

2 公共インフラ設備の耐震化の推進

3 河川の整備

4 雨水処理施設の整備

5 雨水処理施設管理の充実

吉川市都市計画マスタープラン

吉川市国土強靭化地域計画

吉川市建築物耐震改修促進計画

吉川市総合治水計画

中川流域関連吉川公共下水道事業計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-

H30 R4 R5 R7

18.4%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第6節 災害に強い都市の整備

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

住宅の耐震化率 ％
91.0 ‐ ‐ 95.0 

河川整備の取組に対する市民満足度（市民
意識調査）

％
52.4 65.4 53.8 60.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 18.4% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・倒壊の危険性の高い旧耐震基準の住宅は、築後４０年以上
経過しており、建替や解体も進み、住宅の耐震化率は上昇し
ていると推測する。耐震化率は住宅土地統計調査の数値を
用いており、令和５年度調査結果は現時点で未公表である。
・河川整備の取組では、河川除草面積や河川改修工事の延
長が、目標値に対して実績が上回った。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・旧耐震基準の住宅の居住者は、耐震改修にあたり、多額の
費用を要するため、補助制度を設け、費用負担の軽減を図っ
ている。
・河川整備の取組では、河川改修工事の他、各雨水ポンプ施
設の適切な維持管理により、故障リスクの低減を図り、浸水
被害の軽減に努めている。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・施策の目的を達成するために必要となる災害対策に係る事
務事業により構成しており、妥当である。 3点

・旧耐震基準の住宅の居住者は、核家族化により、高齢者世帯が多く、次の世代が継続して居住する見込
みがないことなどから、多額の費用を要する耐震改修が進んでいない。
・河川整備の取組では、上第二大場川の改修工事や、各雨水ポンプ施設の適切な維持管理により、浸
水被害の軽減が図られているが、今後ますます豪雨災害の激甚化、頻発化が予想されるため、更なる対
策の強化が課題である。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

・住宅の耐震化については、引き続き、所有者に倒壊の危険性と耐震化の必要性、また、補助制度等について周知・啓発すると
ともに、耐震改修に係る費用負担の軽減を図る。
・河川整備については、市が実施している河川改修の早期完成に努めるとともに、国や県に対して河川整備の促進を要望してい
く。また、引き続き雨水ポンプ施設の適切な維持管理を実施して、浸水被害の軽減を図る。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・災害発生時に日常生活が続けられるまちをめざし
ます。
・大雨による河川の氾濫や浸水被害が発生しない
まちをめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

No.4-6

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 0 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 ● 0 0 0 0

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

701206 既存建築物耐震改修促進事業 耐震改修補助金交付件数 件 3 1 現状のまま継続

704201 雨水排除事業 ポンプ運転故障件数 件 0 0 現状のまま継続

704202 雨水排除施設建設改良事業 ポンプ運転故障件数 件 0 0 現状のまま継続

704203 一級河川改修促進事業
改修事業が促進される一級河川
の数 本 3 3 現状のまま継続

704204 河川等除草業務委託 除草実施面積 ㎡ 47,400 49,987 現状のまま継続

704205 河川整備事業 上第二大場川改修延長（単年度） m 100 135 現状のまま継続

704206 排水施設管理事業 修繕を実施した箇所数 回 0 1 現状のまま継続

704207 ポンプ施設管理事業 ポンプ運転故障件数 件 0 0 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-7

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 都市建設部長

所管部署名 都市建設部道路課

1 幹線道路の整備

2 生活道路の整備

3 道路の維持管理の充実

吉川市都市計画マスタープラン

吉川市橋梁長寿命化修繕計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-38.8%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第7節 快適な道路環境の充実

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

道路整備の取組に対する市民満足度（市民
意識調査）

％
51.5 48.7 48.2 60.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ -38.8% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・幹線道路は、東西の骨格となる都市計画道路越谷吉川線の整備を、県と市の事
業で進めており、交通の円滑化と利便性の向上に努めている。しかし、既に整備
した道路においては、経年劣化が進み舗装のひび割れや穴、段差等が増えてお
り、随時補修をしているものの、道路後退等の未舗装道路の対応も含めて十分で
はない。
・吉川駅北口駅前広場は、様々な課題があることから利用者の交通安全を最優
先とした改修の実施設計を作成した。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・市民からは、道路の維持補修を求める要望が多いが、速や
かに状況を確認し危険性や緊急性等の優先度を考慮しなが
ら順次対応している。
・市民意識調査の結果では、住み心地をよいと感じる理由
に、幹線道路と生活道路の整備ともに6割程度となっているこ
とから、概ね理解が得られているものと考える。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・快適な道路環境の充実には、交通利便性をより向上させる
ための幹線道路の整備や、安全に利用できる道路としての
維持管理が重要であり、設定した事務事業は妥当なものであ
る。

4点

・都市計画道路越谷吉川線の整備や、道路の補修などを実施するとともに、吉川駅北口駅前広場の
　改修を進めるための実施設計を作成した。
・閉庁日においても職員が対応できる体制を整え、道路施設の維持・管理に努めた。
・道路に関する要望苦情は多く、速やかな対応に努めているものの、要望苦情に対する処理率は令
　和5年度で68％となっていることから、地域の要望に沿った道路の整備や、除草などの維持管理の
　充実を図っていく必要がある。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

・誰もが安全で快適に道路を通行できるように、越谷吉川線の整備をはじめ、新川橋から西側における越谷総合公園川藤
　線の整備に向けた測量に着手するなど幹線道路の整備を推進していく。また、新たに旭・三輪野江地区における地域の
　要望に沿った生活道路の整備を進めるとともに、既設道路の除草や防草対策などによる維持管理の充実を図っていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・誰もが安全で快適に通行できる道路環境をめざし
ます。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

No.4-7

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● 0 0 0 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 ● 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

703102 道路台帳整備事業 市道延長 ％ 38.54 38.45 改善のうえで継続

703103 まちづくり整備基準条例道路後退用地取得事業 採納申請件数① 件 35 46 現状のまま継続

703201 道路改良事業 道路改良工事延長 m 562 562 現状のまま継続

703202 都市計画街路整備事業 都市計画道路整備率 ％ 74 74 現状のまま継続

703203 道路維持補修事業 道路補修要望等処理率 ％ 80 68 改善のうえで継続

703204 橋りょう長寿命化事業 橋梁長寿命化実施率 ％ 15 15 現状のまま継続

703206 橋りょう架替事業 橋架け換え工事の進捗状況 ％ 100 80 現状のまま継続

703207 吉川駅北口駅前広場再整備事業 交通広場改良工事の進捗状況 ％ 20 20 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.4-8

まちづくりの目標 第4章 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 評価責任者 都市計画部長

所管部署名 都市計画部都市計画課

1 市内公共交通の充実

2 都市間交通の充実

3 交通利便性の向上

吉川市都市計画マスタープラン

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

40.5%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第8節 持続可能な公共交通の充実

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

公共交通の取組に対する市民満足度（市民
意識調査）

％
45.8 51.6 47.5 50.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 40.5% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・公共交通事業者をはじめ、障がい者団体などの関係団体、
市民、行政機関などで構成する地域公共交通協議会を設置
し、地域公共交通計画の策定に向けて、意見を伺い、交通
ニーズ調査を実施した。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・市民からの要望を踏まえて、公共交通事業者への要望を
行っているが、運転士不足や採算性などの課題があり、市民
ニーズを反映できないことがある。

2点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

　路線バスの運行を基軸とした公共交通網の整備や、公共交
通に関する要望活動など、施策の体系に基づいた事務事業
で構成しており妥当である。 4点

・バス路線については、市民から寄せられる要望などを基に事業者と協議を行っているが、増便や路線の
新設等については、運転手不足や利用者減少に伴う採算性の課題から実現が難しい状況である。
・鉄道については、沿線自治体とともに要望活動を実施してきた結果、強風に伴う運休対策等の改善や利
用環境の向上につながってきているが、市民からの要望の多い深夜帯における運行時間の延長は夜間メ
ンテナンス実施等から実現は困難な状況である。
・地域公共交通協議会を設置し、地域公共交通計画の策定に向けて、意見を伺い、交通ニーズ調査を実
施した。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

　持続可能な公共交通の充実のためには、鉄道、路線バス、タクシーなどの公共交通事業者だけではなく、市民や行政が協働す
ることが重要である。公共交通事業者をはじめ、障がい者団体などの関係団体、市民、行政機関などで構成する地域公共交通協
議会において議論を重ね、令和７年度を目途に地域公共交通計画を策定し、公共交通の利用環境の向上、運行に関する情報提
供、事業者への要望活動、及び利用促進の啓発を行っていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・誰もが公共交通を利用し、行きたいときに行きた
い場所へ快適に移動できる環境づくりをめざしま
す。
・持続可能な公共交通をめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

No.4-8

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 0 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

● ● 0 ● 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

101301 公共交通対策事業
公共交通を利用しやすいと感じて
いる市民の割合 ％ 50 47.5 改善のうえで継続

101302 鉄道新線対策事業
地下鉄8号線の建設促進に係る要
望活動及び会議への出席率 ％ 100 100 現状のまま継続

101303 路線バス運行費補助事業 補助対象路線の利用者数 人 510,000 564,472 改善のうえで継続

101304 タクシー利用料助成事業 タクシー利用料助成券の利用率 ％ 70 61.3 現状のまま継続

101305 ノンステップバス導入費補助事業
ノンステップバス導入率（年度末時
点） ％ 98.3 98.3 現状のまま継続

事　務　事　業　名


